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郷愁から憧憬へ
──瓊瑶作品にみる台湾民衆の意識転換──
張 　 文　菁
1. はじめに――瓊瑶とその作品について
　1987年 7月 15日、戒厳令が解除されると同時に、台湾は 38年間の長きに
わたった戦時体制から民主化へと大きな一歩を踏み出すこととなった。それま
で党や軍の政治的イデオロギーに縛られていた報道や文学、映画はこれを機に
一挙に多様化の様相を呈し始めた。それは同時に、誰もが同じテレビ番組を
見、同じ流行歌を歌い、同じ小説や映画に熱中できた時代に終止符が打たれた
瞬間でもあった。こうした戒厳令解除以前の共通するメディア体験は、当時の
台湾を特徴づける現象にほかならない。
　台湾の民衆が持つ共通のメディア体験として、瓊瑶という女性作家が生み出
した作品群を避けて通ることはできない。1938年生まれの瓊瑶は、1949年両
親や兄弟と共に中国大陸を離れ台湾に移住した。国民党政権とともに渡台した
百万余り人々の多くが、軍および政府、教育関係者だったと言われる。台湾師
範大学教授である父、および名門建国中学で教鞭を取る母を持つ瓊瑶は、当時
の台湾の典型的な外省人家庭に育ったと言える。その両親から、より高等な教
育を、と望まれながら、瓊瑶は大学受験に二度失敗したのち結婚、出産を経験
する。そして、その後困窮する生活の中で小説の創作を志すこととなる。処女
作は、1963年雑誌 『皇冠』 に掲載された、実体験に基づく女子高校生と教師
との恋を描いた小説 『窗外』 だった。大学受験の圧力、親子関係との葛藤、教
師との許されない恋を描いたセンセーショナルな作品は、当時の台湾でたちま
ち大きな話題を呼び、瓊瑶は一躍売れっ子作家となった。それからも彼女は精
力的に作品を発表し続け、60年代が終わるまでの 7年間に 15作、70年代に
17作、80年代に 9作、つまり 1985年に現代的な恋愛を題材にした小説創作
から離れるまで、約 20年の間に計 41作品1） を世に送り出した。
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　平均すれば 1年に 2作というペースになるが、瓊瑶の作品は当時の新聞や
雑誌、小説などの紙媒体で流布したほか、映画としても総計 50本が上映され、
流行曲に至るまでのあらゆるメディアを独占する一大文化現象を生み出した。
戒厳令下の閉塞的な台湾社会に今ほど多様な娯楽がなかったとは言え、当時の
エンターテイメント市場が瓊瑶一色に染まったことは類い稀な事象として看
過できない。
　こうした瓊瑶現象については、各方面から様々な分析が加えられており、60
年代に流行した 「父権社会のイデオロギーに対する抵抗」 だとする説から、
「大量生産のための公式化」 や 「農業封建社会的な道徳観」、「男性と年長者か
らの寵愛を必要とする女性の幻想」 だとする説まで、さまざまな意見がある2）。
しかし、こうした外在的な視点からの解読はいずれも特定の作品のみを取り上
げて論じていることもあって、作品群全体を通して見渡した場合、やや説得力
不足であるように感じられる。むしろ、類型的な 「言情小説」 すなわち通俗的
な恋愛小説として一蹴されることの多い瓊瑤の小説が、長い間広く受容された
背景には、人々の想像力や時代の深層にある欲望、言い換えれば人々の夢との
連帯関係があったはずである。そうした内在的な要素に注目することが重要で
はないだろうか。
　瓊瑶自身が再三触れているように、作品が発表されると同時に、彼女のもと
には多くの読者から感想の手紙が寄せられた。瓊瑶の特集を組んだ 1974年 10
月号の 『文藝月刊』 にも多くの感想が掲載されている。次のようなコメントは
その典型的な例である。
私はただの女子高校生、ごく平凡な少女で人を惹きつける魅力がまった
くありません。一日中制服を纏い、黒い鞄をしょって朝から出かけていっ
て夜に帰り、……勉強、テスト、成績、これらが生活のすべてを占めて
います。……ただ小説、それも瓊瑶の小説を一気に読み終わったときだ
け、本当に言葉に表すことができないほどの満足でいっぱいになります。
……小説を置くとすぐに現実の生活に戻りますが、読みたい衝動に駆ら
れると自分を押さえきれず、またページを追うようにしてあの美しい夢
に浸りうっとりしてしまいます。時間が限られているため、自分で夢を
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紡ぐ余裕がなくて、瓊瑶を読んで素敵な夢を見るしかありません3）。
　周知のように、瓊瑶の小説は当時、小学校の高学年から高校生、大学生に至
る広範な女子生徒を読者に持っていた。このコメントからは、瓊瑶の描く主人
公に己の姿を投影し、現実の自分と往復しながら作品に夢を紡いだ読者の姿が
浮かび上がる。
　瓊瑶作品全体を通して見ると、その多くは男女の恋愛を主題としながらも、
同時代の台湾社会を現実の背景として取り入れている点が挙げられる。武侠小
説やサイエンスフィクションが、現在という時空から飛躍することによって独
自の世界を築き上げるのとは対照的に、この時代の瓊瑶作品は至極普通の若者
の日常を描いている。例えば大学進学に悩む高校生や学園生活を送る大学生な
ど、勉学や就職、仕事の悩みに直面する若者が主人公に据えられ、それが願い
を成就させてゆく物語などである。いわば読者自身に近い主人公を通して、読
者の現実生活から半歩、もしくは一歩先の夢を見せているのだ。届きそうで届
かない、現実とさほどかけ離れていないが実現しそうにない、愛情や幸福や理
想に満ちた 「夢の世界」 を提示したことこそ、瓊瑶が当時の若者を惹きつけて
やまない最大の理由だったのではないだろうか。
　では、人々が瓊瑶の作品から想像した 「夢」 とはどんな世界だったのか？　
人々の 「想像力」 がそうした 「夢」 を必要とした時代とはどんな時代だったの
か？　繰り返し若者の恋愛を描く類型化された作品群が、なぜ、長期間継続し
て人々を熱狂させるほどの文化現象を生み出せたのか？
　本稿は、1963年から 1985年の戒厳令解除の直前にかけて発表された瓊瑶作
品の変化を手掛かりに、瓊瑶作品が生み出した現象を解体し、当時の台湾社会
の現実、および当時の人々が描いた想像力の変容をマッピングすることを目的
としている。
2.  作品分析
　瓊瑶の小説を俯瞰するために、まず作品を年代別に大きく分け、簡単に内容
を紹介しながら特徴に触れていく。可能な限りこれまでの批判に触れ、各年代
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の長編作品の指向を概略的に追っていく。なお、記述の繁雑さを避けるため短
編や中編を合本した作品は割愛する。
■ 60年代 【1963年～ 1969年】 ――中国大陸への郷愁に浸った時代
　1963年の台湾ではある特筆すべき出来事が起きた。香港ショウブラザーズ
の、黄梅調を主体とした北京語映画 『梁山伯與祝英台』 4） の空前の大ヒットで
ある。人口百万に満たない台北で、72万枚ものチケットが売れ、162日間に
930回上映されるなど、それまで台湾語の映画が主流だった映画界に新しい時
代――北京語映画時代の到来を告げたのである5）。それは同時に、北京語によ
る小説の読者数の増加をも意味した。瓊瑶の処女作 『窗外』 は、台湾の民衆が
『梁山伯與祝英台』 の悲恋に浸っている時期に発表されている。
　『窗外』 は高校三年生の少女が、20才以上年の離れた国語教師と恋に落ち、
親や周囲から反対されるという物語である。当時としてはかなり衝撃的な恋愛
が描かれたせいか、本書に関してはもっぱら少女と教師の愛情、そして親子の
衝突と葛藤がクローズアップされることが多い。しかし、愛と挫折というテー
マは恋愛を扱う上で必ず付随する要素である。むしろよりよく当時の人々の想
像力のあり方を示しているのは、作品群の中でもこの時期のみに出現する、主
人公の親の世代に当たる外省人の日常の描写である。『窗外』 に登場する国語
教師の康南は、授業が終わると宿舎に戻り、孤独を噛みしめつつ漢詩を詠んで
は、故郷である中国大陸の風景や残してきた家族を思う。一方、中国大陸から
台湾にやってきた少女の家庭については、異郷で細々と生活を営む様子が描か
れる。
　実は、中国大陸を懐かしみ故郷での生活や風景に言及する表現は 1963年か
ら 1965年までの 5作品―― 『窗外』 『煙雨濛濛』 『菟絲花』 『幾度夕陽紅』 『船』
に特に頻繁に見られる。例えば、『窗外』 における康南の描写では、
窓の外にある庭には、何本か竹がある。この竹は、故郷湖南の竹とは比
較にならない。故郷の家の大きな中庭に生えていた、何本かの紅竹のこ
とはいまも忘れられない。茜色の幹に、茜色の葉……。目の前の竹を眺
めながら、彼 （筆者注：主人公康南） は突如として強い郷愁を覚え……6）
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と、故郷中国大陸の風景が郷愁を伴って切り出され、それとともに康南の抱く
欠落感、異郷たる台湾への違和感を強く伝えている。同じように、『煙雨濛濛』
の主人公の母親が、故郷ハルビンで夫となる男性と初めて出会った情景を語る
箇所で、彼女は悲しい口調で当時を 「取り返すことのできない楽しい日々」、
「あの日々は本当に素晴らしかった」 などと追懐7） する。さらに 『幾度夕陽紅』
に至っては、
（王孝城は） 突然口をつぐみ、ぼんやりと何慕天を見つめた。しばらくし
て、ふと長いため息をついた。
「今と昔を比べると、世の無常を感じてしまう」
……
「重慶を懐かしく思うよ」
王孝城は静かに言った。
「そしてあの貧しくても笑いがあった日々……」 8）
と述べている。
　これらの表現に共通するのは、過ぎ去った日々に対する追憶と郷愁、寂寞の
想い、そして異郷での現実生活に射す、大きすぎる故郷の影である。注目すべ
きは、これら 5作品には、このような複雑な思いを抱く人々が登場する一方
で、幼少期の大半をすでに台湾で過ごした若い世代が同時に登場しているとい
うことである。瓊瑶の記述は郷愁に耽る親の世代とともに、若い主人公にも視
線が注がれる。子供らは親たちの追憶を聞きながら、彼ら彼女らが抱く寂しさ
や欠落感を理解できずにいる。まったく異なる環境に育った親と子の世代の間
に、大きな断絶が立ちはだかる9）。
　60年代前半の作品に存在するこの郷愁が醸し出す暗い雰囲気は、60年代の
後半になるにつれ徐々に薄れていくが、「中国大陸」 という存在は過去の出来
事とともに作品に残り続ける。1966年から 1969年までの作品全 6作―― 『紫
貝殻』 『寒煙寒』 『翦翦風』 『彩雲飛』 『庭院深深』 『星河』 ――のうち、計 5作
に 「中国大陸」 に関連した記述がある。このうち 2作 （『彩雲飛』 『星河』） の親
たちは中国大陸での出来事を語るが、回想された故郷の風景の描写や追憶など
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の内面表現はなく、単に子供に明かされなかった――従って、日常の生活から
図り知ることができない――記憶として描かれる。残りの 3作 （『紫貝殻』 『寒
煙寒』 『庭院深深』） では主人公が出自の本籍を 「中国大陸の××」 と述べるか、
もしくは中国大陸から渡台した経歴に簡単に触れるのみである。これは明らか
に物語の背景の重心が中国大陸から離れつつあることを示すものと言えよう。
さらに中国大陸の記述がない 『翦翦風』 には 『庭院深深』 とともに、主人公が
海外で学位を取得して成功と理想の生活を手にするという描写がある。この辺
りから中国大陸以外の地域に目が向けられ始め、郷愁の感情に変化が生じ始め
ていると言えるだろう。60年代後半に現れたこの変化は、次の 70年代作品で
顕著な特徴となっていく。
　概して、60年代作品は背景としての 「中国大陸」、およびそれに対する郷愁
に色濃く支配されている。この要素はこの時期の瓊瑶作品の大きな特徴と言え
るだろう。林芳玫の指摘する、女性が恋愛の情感で 「父権制度」 に挑むが屈す
るという特徴10） は、この時期の作品中わずか 『窗外』 一作に存在するのみで
ある。むしろ、親たちは子どもの恋愛をただ見守る （『煙雨濛濛』 『船』 『寒煙翠』
『翦翦風』） か、最終的に反対から賛成へ転じる （『幾度夕陽紅』 『彩雲飛』） パター
ンの方が多く見られる。したがって 「父権制度への挑戦」 という指摘は残念な
がら不適切と言わざるを得ない。
■ 70年代 【1970年～ 1979年】 ――アメリカを夢見た時代
　70年代に入ると瓊瑶の人気はさらに加速していった。作品は雑誌、新聞に
連載されたのち、単行本小説としても出版され、街角に林立する貸本屋で多く
の人々に読まれた。そしてさらに形を変え、映画として公開上映されるに至
る。映画は若手俳優の人気を高め、その人気と相まって興行収入を伸ばして
いった。映画公開と同時にヘビーローテーションで流される瓊瑶作詞の主題歌
も、テレビやラジオを埋め尽くした。文字通り、あらゆるメディアを独り占め
した瓊瑶の黄金期である。
　この時期の作品は長編 15作、短編 2作、計 17作を数える。70年代に入る
と、60年代の大きな特徴だった 「中国大陸」 の存在は完全に消え、その代わ
りに、「海外留学」 の経歴を持つ人物が多く現れることとなる。長編 15作中 9
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作―― 『一簾幽夢』 『碧雲天』 『女朋友』 『在水一方』 『人在天涯』 『我是一片雲』
『月朦朧鳥朦朧』 『雁兒在林梢』 『一顆紅豆』 ――に海外留学についての記述が
現れる。前述のように 60年代末の 『翦翦風』 と 『庭院深深』 において、すで
に海外留学によって成功する主人公が描かれているが、「留学」 が重要なアイ
テムとして定着するのは 1974年に出版された 『一簾幽夢』 からである。それ
以降、このアイテムは繰り返し使われる。
　留学というアイテムは、理想の達成や物質的利益の享受といった成功をもた
らすシンボルとして、形式を変えながら各作品に何度も現れた。何よりも注目
すべきは、その中で執拗に繰り返される、あるパターンの存在である。例え
ば、
私 （筆者注：主人公費雲帆） は成功大学の建築科を卒業した。……卒業後、
アメリカに行き、専攻をインテリアデザインに変えた。四年後、それな
りに名の売れたデザイナーとなった11）。（『一簾幽夢』）
大学卒業後、彼 （筆者注：主人公朱詩堯） はアメリカでマスメディアを専攻
した。テレビ会社に認められ、高給で企画部のアシスタントマネージャー
として台湾に招聘された12）。（『在水一方』）
（大学卒業後） 兵役を終えると、すぐにアメリカマサチューセッツ工科大
学の奨学金がもらえた。我々の世代にとって、留学は必然的に辿るべき
進路となっている。……両親と家族は私 （筆者注：主人公韋鵬飛） にすべて
の希望を託した。みんなの期待通りに国を離れ、三年後に修士学位を取
得して、私は台湾に帰ってきた……13）。（『月朦朧鳥朦朧』）
　
といった表現がそうだ。
　これら登場人物が繰り返し口にする 「大学卒業」 と 「アメリカ留学」 こそ、
70年代の瓊瑶作品の人気の解読に重要な手掛かりを与えるキーワードだ。本
稿冒頭で言及したように、瓊瑶作品の主な読者層は若い女性たちであるが、こ
の 2つのキーワードは男女学生の境界を越えて、理想的な成功の姿を夢見させ
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てくれる。
　注意しなければならないのは、男性主人公の職業や社会的地位に、その時代
の価値観が周到に反映されている点である。すなわち、いかに夢の世界を実現
できるか、そのバロメーターとなるのは安定かつ豊かな生活を保証する男性主
人公の職業や社会的地位である。「大学卒業」 と 「アメリカ留学」 がもたらす
職業や地位は、まさに成功と密接にかかわっている。つまり瓊瑶作品では成功
が 「大学卒業�アメリカ留学＝成功」 という形でマニュアル化され、繰り返し
描かれることになった。それは、先に述べたようにあらゆるメディアを通じ
「文字的な想像」 と 「可視的な映像」 として、繰り返し人々に提供された。社
会的な地位や豊かな暮らしが象徴する成功は、恋愛の挫折と成就を補完するも
のとして 「言情小説」 に必要かつ不可欠な条件になったのである。この 「成功
の方程式」 とも呼ぶべきものが、夢を実現するステップとして、人々の想像力
を代弁し、理想を反映することを可能にしたと言ってよいだろう。
　総じて言えるのは、70年代の瓊瑶作品がマニュアル化した 「成功の方程式」
は、何よりも読者が憧れの世界への到達を夢見て、自らの姿を投影した結果に
ほかならないということだ。そしてさらに重要なのは、「成功の方程式」 が理
想や夢を 「アメリカ」 という国と結びつけた点である14）。つまり、アメリカ行
きは成功に到達するための最初の一歩と見なされたのだ。その結果、アメリカ
に対する憧憬が、70年代作品において中国大陸への追憶や郷愁を行間から駆
逐したのである。
■ 80年代 【1980年～ 1985年】 ――露呈した夢の限界
　80年代に入っても瓊瑶作品の映画化は続き、人々はチケット売り場の前に
長蛇の行列を作った。70年代同様、瓊瑶作品は不動の人気を維持しているか
のように思われたが、突如として興行成績の不振に陥り、1983年 『昨夜之燈』
の公開を最後に映画製作が打ち切られることになる。処女作から書き続けられ
てきた現代的な恋愛小説自体も 1985年 『冰兒』 の発表を最後に消えた。
　なぜ瓊瑶作品の人気は急に衰退したのか？　その考察に入る前にまずこの
時代の作品を確認しよう。1980年以降の作品は、自伝や旅行記を除けば、長
編小説 9作―― 『夢的衣裳』 『聚散兩依依』 『卻上心頭』 『問斜陽』 『燃焼吧，火
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鳥』 『昨夜的燈』 『匆匆，太匆匆』 『失火的天堂』 『冰兒』 である。ここで再度強
調しなければならないのは、恋愛小説では、理想な結婚相手として描かれる男
性主人公の職業や社会的地位が幸せを保証するということである。この点を踏
まえ、80年代作品に描かれた主人公の職種を大まかに分類すると、次のよう
になる。①会社経営者：『夢的衣裳』 （テレビ番組製作会社）、『問斜陽』 （紡績輸
出会社）、『昨夜之燈』 （アメリカ留学後、パソコン関連会社経営） ②医者：『聚散兩
依依』 （内科研修医とアメリカ留学を経験した精神科医）、『失火的天堂』、『冰兒』
③フォークソング歌手：『夢的衣裳』、『昨夜之燈』 ④多角経営企業の跡継ぎ：
『卻上心頭』 ⑤雑誌編集者：『燃焼吧，火鳥』 ⑥大学の助教授で写真家：『失火
的天堂』 （アメリカ留学を経験）。
　70年代に引き続き、これらの作品にはアメリカ留学の経歴を持つ男性が登
場する。しかし注目したいのは、「成功の方程式」 の必須のアイテムだったア
メリカ留学が、もはや必要不可欠の要素ではなくなっている点である。アメリ
カ留学をせずに、会社経営者や医者などの職業に就き、安定した豊かな生活を
送る男性主人公の出現は、「成功の方程式」 の多様化として見ることができる。
「大学卒業�アメリカ留学＝成功」 の方程式が、70年代の圧倒的人気を支えて
いたことを考えると、それは 80年代の瓊瑶の人気の衰退を解読する手掛かり
となるだろう。すなわち、80年代作品に表れた多様化は、それまでの単一の
「成功の方程式」 が破綻しつつあること、言い換えればそれまで共通だった
人々の想像に変化が生じ、もはや瓊瑶作品の紡ぐ夢が人々の理想を代弁できな
くなったことを物語っている。瓊瑶は使い古された方程式にアレンジを加え、
新たな世界の構築を求めたと言ってよいだろう。だが、結果から見て、その作
品は読者の変化を捉えきれず、ぐらつき始めた夢の世界をついに修復できな
かったように思われる。瓊瑶人気の凋落と時を同じくして出現した、平凡な
人々を描く 「台湾ニューシネマ」 のブームや 「郷土文学」 の再認識などから
も、夢を追うことより現実を直視しようとした当時の風潮の一面を窺い知るこ
とができよう。
　「成功の方程式」 の多様化のほかにも、80年代の作品には瓊瑶が変化を求め
続けた痕跡を見ることができる。特に 1984年に出版された 『失火的天堂』 は
特徴的な作品である。60年代前半の瓊瑶作品には、いくつか悲恋を描いた物
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語が存在したが、その後から 80年代初頭にかけての瓊瑶作品は、常に希望や
幸せに満ちたエンディングで読者に楽しさや夢を与えていた。1982年に発表
された 『昨夜之燈』 と 『匆匆，太匆匆』 は、両作品ともに恋人の死亡という急
転直下の出来事で悲しい結末を迎えるが、それでも物語の最後には主人公、ひ
いては読者の失望に対して救いを提示していた。『失火的天堂』 はそれまでの
作品が持つ前向きの希望をまったく有しない点で、作品の異質さが際立ってい
る。
　それでは、『失火的天堂』 はどのように異質なのか、物語を確認してみよう。
作品の第一部はヒロインの両親の恋から始まっている。1949年、戦乱を避け、
ある裕福な旧家が一家揃って台湾に渡った。旧家の美しい娘は乳母の息子と恋
に落ちるが、許されない主従の関係にあったため乳母の息子は家を離れ、娘は
彼のあとを追って家を出奔することとなる。台湾中部で炭坑夫として働く彼と
の生活は幸せだったが、娘にとってはすべてが不慣れなものだった。日に日に
衰弱した彼女は女児を出産するとすぐに亡くなってしまう。残された女児は父
親と継母となった純朴な台湾女性との間で幸せに育つが、炭坑事故で最愛の父
が亡くなると、継母は生活のために外省人の男性と再婚する。その後 1959年
8月 7日に起きた歴史的な大洪水で継母が亡くなると、暴力的だった継父は彼
女に対して性的な虐待を加え始めた。12才のヒロインは着衣に火をつけられ、
全身火傷を負った状態で救助されることになる。
　第二部はそれから 12年後の 1975年に、美しく成長したヒロイン （T 大・中
文系） が若い男性 （アメリカ留学後、台湾の大学でジャーナリズムを教える助教授で
プロの写真家） と出会うところから始まる。彼女の美しさと文学的素養の深さ
に一目惚れした彼は、すぐに交際を申し込む。求婚する彼に対して当初心を閉
ざしていたヒロインだが、養父 （医者） らの助言を聞き入れ、ようやく彼のプ
ロポーズを受け入れる。ところが結婚式を間近に控えたある日、それまで身を
隠していた継父が突如として現れヒロインを強請ろうとする。継父に性的虐待
を受けた過去や妊娠経験までをも暴露され、恋人から婚約の解消を言い渡され
たヒロインはとうとう自殺に追いこまれてしまう。
　『失火的天堂』 は、いわば 60年代からの瓊瑶作品の特徴をすべて盛り込んだ
小説である。「中国大陸から渡台した旧家」 や 「文学的な素養をもつ美しいヒ
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ロイン」、「アメリカ留学」、「芸術や文学の才能を兼ねた理想的な男性像」 な
ど、度々作品に現れたアイテムは瓊瑶の夢の世界を構築するために必要な条件
を全て備えている。にもかかわらず、「残酷な現実」 の前にこれらのアイテム
は救済として作用せず、読者は悲惨なエンディングを突きつけられたまま読了
する。この 「残酷な現実」 こそ、80年代において限界に直面した瓊瑶が現状
打破するための新たな試みだったと言ってもよいだろう。
　しかし、常に読者の見たい夢の世界を構築してきた瓊瑶の作品に、この時期
「残酷な現実」 が登場したのはなぜか？
　前述のように、当時は現実に対して目を向ける風潮が起こりつつあった。瓊
瑶の作品に出現した 「残酷な現実」 も、人々の夢を代弁してきたのと同様、新
たな人々の意識を反映しようとした結果なのかもしれない。
　概して、80年代に入ると瓊瑶作品は色褪せつつあった夢の再構築に乗り出
したと言えるだろう。「成功の方程式」 にバリエーションを加え、多様な理想
に対応することで露呈し始めた夢の限界を補強しようとして、「残酷な現実」
という悲劇性も加わることになった。だが、人々はかつてのように瓊瑶作品の
夢に同調することができなかった。この時期に、台湾民衆の新たな意識転換が
始まったと見ることができよう。
3.  結論――台湾民衆の意識転換
　戒厳令前のマスメディアは、テレビがわずかチャンネル 3つ、各新聞の紙面
も 「台灣戒厳期間新聞雜誌管理辨法」、通称 「報禁」 の規制で 3枚 12面に制限
されていた。しかし情報や娯楽資源が限られていたからこそ、人々に共通する
メディア体験が生まれた。人々が自ら進んで共有した瓊瑶という体験は、必然
的に民衆の意識や想像を反映したものだった。だから、時代や社会的な背景の
中に置き直すことで、瓊瑶作品の世界に夢を見た人々の想像力の姿が初めて見
えてくる。
　1963年の 『梁山伯與祝英台』 公開後、人々――特に外省人の郷愁を誘った悲
しい音色の黄梅調は、政府当局に台湾の 「鞏固な反共戦闘意識を揺るがす」 と
警戒感を抱かせるほどに受け入れられ、市井はその音楽で溢れていたという 15）。
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1963年から 1965年の瓊瑶作品はそんな世情を反映した結果だったと言える。
　表Ⅰは台湾の政府教育部が公表した統計データ16） から作成した年代別卒業
および留学生数一覧である。注目すべきは、まず義務教育を終えた中学卒業生
数と高校、大学卒業生数の大きな差である。これは台湾では一貫して、高校受
験および大学受験がいかに熾烈な競争であったかを物語っている。
　次に 1965年から 70年の間にアメリカ滞在留学生数は 2倍になっている点
から、すでに当時から台湾の若者間で強いアメリカ志向を示していることがわ
かる。しかし、この時代に留学を実現できた学生は、かなり経済的に恵まれた
家庭の出身者であることは言うまでもない。瓊瑶の作品が 60年代後半から 70
年代にかけて公式化した 「成功の方程式」 が、同時代の人々の夢を反映した背
年度 中学卒業生数
高校
卒業生数
大学
卒業生数
修士
卒業生数
アメリカ留学
ビザ取得者数
アメリカ滞在
留学生数 歴史上の出来事
1960 41,842 14,706 5,086 205 531 4,564
1965 108,991 28,342 8,259 300 1,843 6,780 米對臺經濟援助中止
1970 241,428 48,039 17,173 659 1,825 12,029
1971 248,017 49,604 18,683 847 2,289 － 國連脫退 （10月）
1972 275,179 58,641 19,922 962 1,867 － 臺日外交斷絕
1973 290,804 57,837 22,388 966 1,650 － オイルショック
1974 301,833 56,923 24,564 956 1,992 －
1975 319,251 53,608 26,498 1,144 1,824 12,250 蔣介石死去 （4月）
1976 335,891 53,120 29,043 1,482 3,173 －
1977 345,722 57,003 29,675 1,590 3,369 －
1978 346,824 52,642 30,508 1,840 4,350 13,650
1979 349,198 52,402 32,360 1,744 5,463 15,460
臺米外交斷絕 （1月）
美麗島事件 （12月）
1980 351,956 53,075 32,214 1,940 5,572 17,560
1981 342,117 53,411 32,102 2,120 4,976 －
1982 348,941 54,370 33,710 2,492 5,572 －
1983 349,251 55,065 35,716 2,849 5,371 － ニューシネマ 『坊やの人形』 公開
1984 354,684 57,624 36,998 3,324 5,066 －
1985 354,554 58,558 38,625 3,800 6,052 22,590
1986 343,692 58,580 39,065 4,112 6,382 －
1987 399,366 59,551 40,380 4,483 6,052 25,660 戒嚴令解除
表Ⅰ
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景を、ここに見ることができるのではないだろうか。
　さらに目を引くのは、70年代の初頭に始まった台湾の国際社会からの後退
が、逆に学生の留学熱に火をつけた点である。70年代に台湾をみまった外交
面での挫折を簡単に確認すると、1971年国連脱退、1972年に日中国交回復に
よる日本との外交断絶、1975年の蒋介石死去、そして 1979年米中国交回復に
伴う、台湾が最も頼りにしていたアメリカとの外交の断絶が挙げられる。これ
らの出来事と連動するように、その前後の年においてアメリカ留学を志望する
学生数 （アメリカ留学ビザ取得者数） が顕著に増加している。「成功の方程式」
が示す、アメリカと重ね合わさった社会的成功のイメージは、当時の台湾が直
面する現実をも映し出している。国際的に孤立しつつあった 70年代の台湾を
顧みると、瓊瑶の物語は何処かに活路を見出そうとする人々の需要に合致した
とも言えよう。
　ところが、70年代後半から増加の一途を辿る留学ビザ取得者数は、一方で
アメリカ留学がもはや夢物語ではなくなったという現実を示している。経済成
長とともに、かつては一握りの精鋭学生しか実現できなかった留学の夢が、若
者の普遍的で現実的な選択肢へと変わったのである。同時にアメリカ滞在留学
生数に大きな変動がないことは、毎年相当な数の学生が帰国し、各々が自分の
留学経験に基づき 「成功の方程式」 の真否を確かめ、評価を下したと推測でき
よう。つまり、様々な留学経験が 「成功の方程式」 の再評価につながったと言
えるのではないだろうか。
　80年代に入っても、アメリカ留学はなお、魅力的な進路として若者の間に
残り続ける。しかし、同時に台湾の大学院に進む学生が増えるなど、価値観は
次第に多様化していった。政治や社会、経済状況など、様々な複合的要素の存
在によって、アメリカ留学は若者にとって、もはや届きそうで届かない夢では
なく、むしろ誰もが選び得る現実的な進路となり、同時に必ず成功が保障され
る進路ではなくなっていったと考えられる。
　この変化にともなって、かつて人々が熱狂的に共感し共有した成功に対する
夢想は色褪せ、瓊瑶の 「成功の方程式」 に己の将来像を託せなくなったのであ
る。この時点において台湾民衆の意識は再び変化し始めたと見ることができよ
う。
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　以上見てきたように、通俗的な 「言情小説」 とされる瓊瑶作品は、実は時代
の深層に存在する人々の欲求や想像を反映してきた。60年代は 「中国大陸」
に対する郷愁に浸っていた世情を映し出し、70年代においては、人々が憧れ
るアメリカ、そしてその国が象徴する豊かな暮らしや成功と結びつくことに
よって、瓊瑤は一気に花開いたのである。人々の想像力は、瓊瑶の作品が繰り
返した 「大学卒業�アメリカ留学＝成功」 という方程式によって、半歩、もし
くは一歩先の夢を見ていた。作品が体現する夢や理想の世界は、閉塞的な社会
の中での救済や補完の役割を果たしたと言えよう。人々は瓊瑶作品の中に己の
将来像を想像し、もしくはそこで描いた将来の夢を後に子供の世代に託した。
瓊瑶の作品が紡いだ夢は当時の民衆が未来に投企しようとする夢であり、その
時代において必要だった夢でもあっただろう。
注
1） 瓊瑶が 1963年から発表した作品は以下の通りである。なお、本稿は 1985年の
『冰兒』 までを一つの段落として捉える。なぜならば、それ以降の作品は旅行記
と自伝を除けば、主にテレビ連続ドラマの脚本をターゲットとして創作された
小説であり、そのうえ清代や民国初期という時代に背景を変更しているためで
ある。それまでの瓊瑶の全作品がほぼ同時代の台湾を描いている点から考える
と、その変化を大きな分岐点として考えざるを得ない。
　　60 年代：『窗外』 （1963）、『幸運草』 （1964）、『六個夢』 （1964）、『煙雨濛濛』
（1964）、『菟絲花』 （1964）、『幾度夕陽紅』 （1964）、『潮聲』 （1964）、『船』 （1965）、
『紫貝殻』 （1966）、『寒煙翠』 （1966）、『月滿西樓』 （1967）、『翦翦風』 （1967）、
『彩雲飛』 （1968）、『庭院深深』 （1969）、『星河』 （1969）
　　70年代：『水靈』 （1971）、『白狐』 （1971）、『海鷗飛處』 （1972）、『心有千千結』
（1972）、『一簾幽夢 』 （1973）、『浪花 』 （1973）、『碧雲天 』 （1973）、『女朋友 』
（1974）、『在水一方』 （1974）、『秋歌』 （1975）、『人在天涯』 （1976）、『我是一片
雲』 （1976）、『月朦朧・鳥朦朧』 （1977）、『雁兒在林梢』 （1977）、『一顆紅豆』
（1978）、『彩霞滿天』 （1979）、『金盞花』 （1979）
　　80年代：『夢的衣裳』 （1980）、『聚散兩依依』 （1980）、『卻上心頭』 （1981）、『問
斜陽』 （1981）、『燃焼吧，火鳥』 （1981）、『昨夜之燈』 （1982）、『匆匆、太匆匆』
（1982）、『失火的天堂』 （1984）、『不曾失落的日子』 （1984）［のち書き直され、
自伝 『我的故事』 として再出版］、『冰兒』 （1985）、『瓊瑶大陸行――剪不斷的郷
愁』 （1988）、『我的故事』 （1989）
　　90年代：『雪珂』 （1990）、『望夫崖』 （1991）、『青青河邊草』 （1992）、『梅花烙』
（1993）、『鬼丈夫』 （1993）、『水雲間』 （1993）、『新月格格』 （1994）、『煙鎖重樓』
（1994）、『還珠格格第一部：陰錯陽差』 『還珠格格第一部：水深火熱』 『還珠格格
第一部：真相大白』 （1997）、『蒼天有涙：無語問蒼天』 『蒼天有涙：愛恨千千萬』
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『蒼天有涙：人間有天堂』 （1997）、『還珠格格第二部：風雲再起』 『還珠格格第二
部：生死相許』 『還珠格格第二部：悲喜重重』 『還珠格格第二部：浪跡天涯』 『還
珠格格第二部：紅塵作伴』 （1999）
　　00年代：『還珠格格第三部：天上人間①』 『還珠格格第三部：天上人間②』 『還珠
格格第三部：天上人間③』 （2003）
2） これらの諸説に関する分析は、林芳玫 『解讀瓊瑶愛情王國』 （台湾商務印書館、
1994：2006年） を参照されたい。なお、本書は現在までに台湾で出版された、
瓊瑶作品を取り上げた唯一の学術的な論文集である。
3） 前掲 『解讀瓊瑶愛情王國』、160頁より引用。原出典は、易水 「我看瓊瑶小説」
『文藝月刊』 （文藝月刊社、1974）、165頁である。原文：我只是一個高中的女學
生，一個極其平凡的少女，毫無動人之處，成天穿著一襲制服，背個書包，朝出
晩歸……讀書、考試、看成績，這就是我全部的生活……。只有小説，當我一口
気看完瓊瑶的小説時，真有説不出來的滿足感……丟下書後，立刻回到現實生活，
等到癮來時，又不得不一目十行的沈浸到那個美麗的幻夢中去陶醉一番，因為時
間有限，自己没有充裕的編織時間，只有看瓊瑶做好的夢了。
4） 映画 『梁山伯與祝英台』 は北京語のセリフに、黄梅調という楽曲を多用した歌
劇映画である。黄梅調とは、湖北省黄梅や安徽省などの茶摘み歌を起源とし、の
ち地方劇の 「徽劇」 でさらに発展した曲調である。
5） 戸張東夫・廖金鳳・陳儒修 『台湾映画のすべて』 （丸善ブックス、2006年） およ
び盧非易 『台灣電影：政治、經濟、美學 1949～ 1994』 （遠流出版公司、1998）、
李天鐸 『台湾電影、社会與歴史』 （亜太圖書出版社、1997年） に 『梁山伯與祝英
台』 の上映が、映画館および映画界に与えた影響について詳しい記述がある。
6） 瓊瑶 『窗外』 （皇冠出版社、1963年）、78頁。原文：窗外的院子裏，有幾枝竹子，
竹子，這和故郷湖南的竹子没有辨法比較。他還記得老家的大院落裏，有幾株紅
竹，醤紅色的幹子，醤紅色的葉子，……。望著這幾枝竹子，他突然有一股強烈
的郷愁，……。
7） 瓊瑶 『煙雨濛濛』 （皇冠出版社、1964：1975年）、331頁。原文記述：我永遠記
得在哈爾濱教堂前第一次見面，……以後，是一段再也追不回來的歡樂日子……
媽媽嘆了口長氣，不勝低廻的説：「那段日子太美太好了。……」
8） 瓊瑶 『幾度夕陽紅』 （皇冠出版社、1964：1966年）、139頁。原文：（王孝城） 猛
的縮住了口，望著何慕天發呆，半天後，才没來由的長嘆了一聲，説：「撫今追昔，
總給人一種不勝滄桑之感。」 ……… 「我懐念重慶。」 王孝城幽幽的説：「和那一段
雖貧困卻有歡笑的日子。……」
9） 故郷である中国大陸から離れ異郷での生活を強いられた親たちの欠落感は、や
がて子どもたちの成長とともに断絶をもたらす。同じ外省人の心情を描いた表
現は、侯孝賢監督の作品 『童年往事』 （1985年） にも見出すことができる。例え
ば、病気で亡くなった父親の自伝によって、子供は家の家具すべてが籐製品で
ある理由を初めて知った箇所である。いつか中国大陸に帰る日が来れば、家具
を処分して帰郷しようとする親の思惑に対し、子世代が籐製品の家具に託され
た親世代の郷愁を知らずに、台湾という土地に根付き始め、将来の目標に悩む
姿はいかにも対照的である。
郷愁から憧憬へ （張）　〔43〕
10） 前掲 『解讀瓊瑶愛情王國』、258頁の記述より。
11） 瓊瑶 『一簾幽夢』 （皇冠出版社、1973：1974年）、65頁。原文：我畢業於成大建
築系。……畢業之後，我去了美國，轉攻室内設計，四年後，我成為一個小有名
氣的室内設計家。
12） 瓊瑶 『在水一方』 （皇冠出版社、1974：1975年）、23頁。原文：大學畢業，他到
美國去專攻大衆傳播，被電視公司看中，高薪聘回來當企劃部副理的。
13） 瓊瑶 『月朦朧鳥朦朧』 （皇冠出版社、1977年）、46頁。原文：軍訓受完，我立即
拿到了美國麻省理工學院的奬學金，我們這一代，留學似乎成了必經的一條路，
……。我的父母家人，都把所有的希望放在私身上，衆望所歸，我出了國，三年
後，拿到了碩士學位，我回了國，……。
14） 実は瓊瑶作品には、アメリカ以外の国への留学も存在する。イタリア （『翦翦風』
『人在天涯』）、ドイツ （『彩雲飛』）、イギリス （『雁兒在林梢』） などの国々がそ
うである。しかし、なんと言っても圧倒的な存在感を誇ったのは、アメリカで
ある。多くの登場人物が留学先として選ぶほか、アメリカの会社へ就職 （『船』）
やアメリカからの赴任要請 （『心有千千結』 『一顆紅豆』）、そしてアメリカ籍華
僑との結婚 （『翦翦風』 『浪花』）、アメリカ国籍所持者の登場 （『海鷗飛處』） な
ど多様な形で現れ、アメリカとの結びつきによって、登場人物の成功や豊かさ
を表現している。
15） 前掲 『台灣電影、社会與歴史』、122、131頁の記述より。
16） 表Ⅰは台湾の政府教育部統計處にて公開された統計データより作成したもので
ある。使用したデータは次の通りである （いずれも 2007年 12月現在確認可能）。
　　「歴年畢業生数 （39~95學年度）」 【Excel ファイル】
　　　 　（http://www.edu.tw/EDU_WEB/EDU_MGT/STATISTICS/EDU7220001/
service/sts4-3.htm）
　　「1950-1989我國出國留學生人數統計圖」
　　　　（http://www.edu.tw/EDU_WEB/EDU_MGT/BICER/EDU7954001/c9/c914.htm）
　　「台灣留學生留美統計圖」 （1950-2002）
　　　　（http://www.edu.tw/EDU_WEB/EDU_MGT/BICER/EDU7954001/c9/c915.gif）
